
〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
六
年
三
一月
九
日

神
戸
地
裁

請
求
全
部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
三
一月
二
二
日

大
阪
高
裁

控
訴
棄
却

(被
告
上
告
)

〔上
告
審
決
定
〕
平
成
一
人
年
六
月
一
日

最
高
裁

上
告
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
の
有
無
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
る
。

道
路
に
お
け
る
管
理
瑕
疵
の
判
断
に
際
し
て
は
、
道
路

内
に
お
け
る
維
持
管
理
状
況
の
み
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ

‐三 ′, .
"
㈹

‐ - 圏

て
は
、
道
路
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
物

(転
石
･
倒

し
た
た
め
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
被
告
県
が
平
成

木
等
)
に
対
す
る
対
処
状
況
も
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
六
年

一
二
月
三
一
日
受
付
で
、
被
告
県
補
助
参
加

本
件
は
、
道
路
外
に
存
す
る
危
険
物
を
発
見
･
特
定
す
る

た
め
の
対
応

(パ
ト
ロ
ー
ル
)
の
実
施
状
況
の
当
否
に
関

す
る
裁
判
所
の
判
断
の
一
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一

事
案
の
概
要

1

本
件
は
、
亡
A
が
、
自
動
二
輪
車
に
乗
っ
て
県
道
上

を
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
道
脇
の
山
林
の
中
か
ら

枯
れ
た
松
の
木
が
倒
れ
か
か
っ
て
き
て
そ
の
頭
部
を
直

撃
し
た
た
め
、脳
挫
傷
に
よ
り
死
亡
し
た
事
故
に
つ
き
、

亡
A
の
相
続
人
で
あ
る
被
控
訴
人

(原
告
)
ら
が
、
国

家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
県
道
の
設
置
管
理
者

で
あ
る
控
訴
人

(被
告
県
)
に
対
し
、
損
害
賠
償
を
請

求
し
た
事
案
で
あ
る
。

原
判
決

(
一
審
)
は
、
原
告
ら
の
請
求
を
全
部
認
容

一
六
年

一
二
月
三
一
日
受
付
で
、
被
告
県
補
助
参
加

人
が
同
月
二
二
日
受
付
で
そ
れ
ぞ
れ
控
訴
し
た
。

2

前
提
事
実

(争
い
の
な
い
事
実
及
び
証
拠
上
明
ら

か
な
事
実
)

①
ア

亡
A
は
、
平
成

一
三
年

三

月
一
〇
日
午
前

九
時
四
五
分
ご
ろ
、
自
動
二
輪
車
を
運
転
し
て
、

被
告
県
が
設
置
、
管
理
す
る
県
道

(以
下

｢本

件
県
道
｣
と
い
う
。)
を
走
行
中
、
進
行
方
向
左

側
の
山
林
か
ら
突
然
倒
れ
て
き
た
赤
松

(以
下

｢本
件
倒
木
｣
と
い
う
。)
に
頭
部
を
直
撃
さ
れ
、

脳
挫
傷
の
た
め
に
死
亡
し
た

(以
下

｢本
件
事

故
｣
と
い
う
。
)。

イ

本
件
倒
木
は
、
直
径

一
七

･
五
な
い
し
二
〇

皿
、
総
長
七

･
七
m
、
総
重
量

一
二
六

･
六
贈

自
動
二
輪
車
に
道
路
外
か
ら
の
倒
木
が
直
撃
し
た

事
故
に
つ
い
て
道
路
の
管
理
職
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

!
倒
木
接
触
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直



に
及
ぶ
も
の
で
、
倒
れ
た
衝
撃
の
た
め
三
つ
に
折

れ
て
い
る
。
本
件
県
道
に
は
み
出
し
た
の
は
、
上

記
三
つ
に
折
れ
た
部
分
の
内
、
中
央
部

(長
さ

一
･
六
m
、
幹
の
太
さ
直
径

一
八
皿
、
重
量

一

九
･
四
蝮
)
及
び
先
端
部

(長
さ
二
･
五
m
、
幹

の
太
さ
直
径
約
一
七
･
五
m
、重
量
三
四
･
四
脂
)

で
、
そ
の
長
さ
及
び
重
量
の
合
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ

四

･
一
m
あ
る
い
は
五
三
･
八
腹
に
上
る
。

本
件
倒
木
は
、
亡
A
が
走
行
す
る
車
線
左
側
の

森
林
組
合
所
有
の
山
林

(斜
面
)
内
に
あ
っ
た
も

の
で
、
当
日
の
強
風

(晴
れ
時
々
曇
り
、
最
大
瞬

間
風
速
一
三
m
毎
秒
)
の
た
め
、
県
道
上
に
倒
れ

か
か
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。本
件
倒
木
の
根
は
、

県
道
脇
の
側
溝
か
ら
水
平
距
離
で
三
･
八
m
、
高

さ
約
一
･
五
m
の
場
所
に
あ
っ
た
。
同
場
所
周
辺

に
は
、
杉
や
桧
が
植
林
さ
れ
、
本
件
倒
木
の
前
面

(側
溝
か
ら
二
･
五
m
の
地
点
)
に
は
、
相
当
背

の
高
い
杉
の
木
が
生
え
、
す
ぐ
後
ろ
に
も
桧
が
あ

る
。
同
斜
面
に
は
、
県
道
近
く
か
ら
背
丈
約
一
･

八
m
の
ク
マ
ザ
サ
が
一
面
に
覆
い
茂
り
、
上
記
杉

や
桧
の
根
元
部
分
の
視
野
を
遮
っ
て
い
る
。
本
件

倒
木
の
根
元
は
、
白
蟻
の
た
め
完
全
に
腐
食
し
、

本
件
倒
木
も
枝
葉
が
全
く
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
枯
れ
て
か
ら
相
当
年
数
が
経
過
し
て
い

る
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

本
件
事
件
後
、現
場
付
近
の
樹
木
は
伐
採
さ
れ
、

エ

当
時
と
は
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。

二

争
点

1

本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
、
被
告
県
に
道
路
管
理

上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か

(争
点
1
)。

2

亡
A
に
生
じ
た
損
害

(争
点
2
)。

略

三

争
点
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

争
点
1
に
つ
い
て

の

原
告
ら
の
主
張

ア

本
件
事
故
は
、
被
告
県
が
本
件
県
道
を
管
理
す

る
に
当
た
り
、
倒
れ
て
く
る
お
そ
れ
の
あ
る
枯
れ

木
等
の
障
害
物
に
よ
り
、
通
行
者
が
不
慮
の
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
事
前

に
発
見
し
、
除
去
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
の
に
こ

れ
を
怠
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う

｢公

の
営
造
物
の
管
理
の
瑕
疵
｣
が
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

イ

本
件
倒
木
は
、既
述
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
で
、

本
件
県
道
か
ら
わ
ず
か
な
距
離
の
場
所
に
放
置
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が

｢森
林
の
奥

に
分
け
入
ら
な
け
れ
ば
発
見
で
き
な
い
状
態
｣
に

あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
発
見
で

き
な
か
っ
た
の
は
、
被
告
県
の
管
理
の
慨
怠
に
よ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ウ

本
件
倒
木
は
、
被
告
県
も
認
め
る
と
お
り
、

｢枯
れ
て
か
ら
数
年
経
ち
｣
、
｢枝
葉
は
既
に
枯
れ

落
ち
て
｣、
｢幹
の
根
元
は
腐
っ
て
折
れ
て
｣
い
た

も
の
で
あ
る
。
如
何
に
人
的
･
時
間
的
制
約
を
考

慮
し
た
と
し
て
も
、
数
年
間
こ
の
よ
う
に
大
き
な

倒
木
が
実
際
に
倒
れ
て
く
る
ま
で
発
見
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
、
必
要
最
小
限
の
管
理
を
怠
っ
て
い

た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

エ

控
訴
審
で
付
加
さ
れ
た
主
張

被
告
県
の
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
態

は
、
時
速
約
四
○
騙
で
道
路
を
走
行
し
、
そ
の
助

手
席
及
び
後
部
座
席
か
ら
沿
道
を
目
視
す
る
と
い

う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
杜
撰
な
内
容
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
被
告
県
が

策
定
し
て
い
る

｢道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱
｣

で
は
、
平
常
時
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
、
日
常
パ
ト

ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
、
夜
間
休
日

パ
ト
ロ
ー
ル
、
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
の
定
め
が
あ
る

が
、
実
際
に
は
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
し
か
実
施
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

本
件
倒
木
は
、
道
路
か
ら
約
四
m
程
度
の
箇
所

に
あ
っ
た
も
の
で
、
直
径

一
七

･
五
な
い
し
二
0

m
、
全
体
の
長
さ
七
･
七
m
、
総
重
量
一
一
エ
ハ
･

六
贈
に
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
枯

れ
て
か
ら
相
当
年
数
の
経
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
的
確
な
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て



い
れ
ば
、
本
件
事
故
以
前
に
容
易
に
発
見
さ
れ
て

道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱
を
定
め
て
、
同
要

⑨
B
事
業
所
が
管
理
す
る
県
道
は
、
沿
道
の
大

い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

岡
こ
是
"

･

袋
升

迄
漏
･

こ

8
ト
ミ

ま
た
、
被
告
県
は
、
平
成
一
三
年
六
月
に
枯
れ

木
等
の
調
査
を
実
施
し
、
伐
採
作
業
を
行
っ
た
と

主
張
す
る
が
、
本
件
事
故
現
場
は
上
記
調
査
、
伐

採
の
実
施
場
所
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、

現
場
付
近
で
枯
れ
木
が
発
見
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

同
様
の
枯
れ
木
が
本
件
事
故
現
場
を
含
む
他
の
場

所
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
し
得
た

は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
被
告
県
は
、
本
件
事
故
が
発
生
し
た

日
に
強
い
北
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
を
、
本
件
事

故
が
不
可
抗
力
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
主

張
す
る
が
、
本
件
事
故
発
生
日
ま
で
に
そ
れ
以
上

の
強
い
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
は
証
拠
上
明
ら
か

で
あ
る
。

な
お
、
本
件
倒
木
が
他
人
の
所
有
地
に
存
在
し

て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
被
告
県
が
当
該
土
地
所

有
者
に
注
意
を
喚
起
し
た
り
、
土
地
所
有
者
に
代

わ
っ
て
伐
採
等
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
容
易
に
で

き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
被

告
県
が
管
理
責
任
を
免
れ
得
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

②
被
告
県
の
主
張

ア
の

被
告
県
は
、
管
理
す
る
本
件
県
道
等
の
道
路

の
後
発
的
な
瑕
疵
を
発
見

･
補
修
す
る
た
め
、

綱
に
従
い
、
各
土
木
事
務
所
毎
に
編
成
さ
れ
た

パ
ト
ロ
ー
ル
班
が
、
交
通
不
能
区
間
を
除
く
全

路
線
を
一
日
一
回
、
週
五
日
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
穴
ぼ
こ
や
、
落
下
物
、
法
面

か
ら
の
落
石
、
倒
木
等
に
よ
る
通
行
障
害
の
有

無
な
ど
、
要
綱
で
定
め
ら
れ
た
点
検
項
目
を
点

検
し
て
い
る
。
仮
に
、
倒
木
あ
る
い
は
倒
木
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
を
発
見
し
た
場
合
、
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
徒
歩
に
よ
る
詳
細
な
調

査
を
行
い
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
で
措
置
で
き
る

も
の
は
自
ら
措
置
し
、
民
有
地
に
存
す
る
場
合

な
ど
自
ら
措
置
で
き
な
い
も
の
は
、
緊
急
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
木
又
は
土
地

の
所
有
者
に
伐
採
さ
せ
て
い
る
。

の
本
件
県
道
を
管
理
し
て
い
た
の
は
、
B
事
業

所
で
あ
り
、
同
事
業
所
で
は
、
三
名
の
土
木
技

術
員
で
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編
制
し
、
点
検
を
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
三
名
の
役
割
分
担
は
、
①
運

転
手
が
路
面
上
の
障
害
の
有
無
の
確
認
を
、
②

助
手
席
の
者
が
路
面
上
及
び
道
路
に
隣
接
す
る

家
屋
や
土
地
か
ら
生
ず
る
障
害
の
有
無
の
確
認

を
、
③
後
部
座
席
に
い
る
者
が
、
民
地
の
斜
面

に
存
在
す
る
石
や
樹
木
、
家
屋
の
塀
や
上
空
か

ら
の
障
害
な
ど
に
注
意
を
払
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

部
分
が
山
林
で
占
め
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
た
め
、
道
路
管
理
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
も
、
倒
木
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
の

発
見
や
、
落
石
等
に
よ
る
路
上
の
障
害
物
の
発

見
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
パ
ト
ロ
ー
ル
日
誌
の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

イ
の

本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
杉
･
桧
等
の
常
緑

針
葉
樹
が
群
生
す
る
昼
間
で
も
薄
暗
い
山
の
谷

間
で
あ
り
、
か
つ
、
本
件
倒
木
の
周
囲
は
、
枝

打
ち
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
杉
の
枝
及
び
葉

が
低
い
位
置
ま
で
う
っ
そ
う
と
繁
り
、
ま
た
、

下
草
刈
り
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
熊
笹

が
高
く
繁
る
状
況
に
あ
っ
た
。

の
本
件
倒
木
は
、そ
の
根
元
が
腐
っ
て
い
た
が
、

前
面
の
杉
の
枝
が
張
っ
て
い
た
点
か
ら
考
え
る

と
、
同
杉
の
枝
に
支
え
ら
れ
て
立
っ
て
い
た
も

の
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
道
路
側
か
ら

杉
の
枝
葉
や
熊
笹
の
間
か
ら
、
本
件
倒
木
の
幹

の
一
部
が
見
え
た
と
し
て
も
、
枯
れ
て
樹
皮
が

は
げ
落
ち
茶
色
が
か
っ
た
本
件
倒
木
の
幹
は
、

樹
木
の
陰
に
な
り
、
周
り
の
木
と
同
化
し
枯
れ

て
倒
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
。

0

と
こ
ろ
で
、
原
告
ら
は
、
｢写
真
よ
り
、
天



気
の
良
い
昼
間
の
道
路
か
ら
倒
木
が
は
っ
き
り

分
か
る
こ

旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
同
写
真
は
、
現
場
の
状
況
を
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
目
立
ち
易
い
赤
目
ポ
ー

ル
を
使
っ
た
り
、
同
撮
影
の
た
め
職
員
が
踏
み

込
ん
だ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
、
本
件
事
故
の
捜

査
の
た
め
、
警
察
官
が
現
場
に
入
る
等
し
て
熊

笹
が
踏
み
つ
け
ら
れ
る
等
し
て
、
現
場
が
見
や

す
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
看
過
し
て
い

る
。

ウ

本
件
事
故
の
原
因
は
、
こ
の
よ
う
に
本
件
倒
木

が
周
囲
の
杉
に
も
た
れ
掛
か
っ
て
立
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
本
件
事
故
発
生
前
夜
か
ら
の
平
成
一
三
年

度
に
お
け
る
最
高
レ
ベ
ル
の
強
い
北
風
の
た
め
、

本
件
倒
木
が
南
側
道
路
へ
と
投
げ
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

エ

本
件
倒
木
は
、
上
記
イ
の
と
お
り
の
状
況
に
あ

り
、
同
ア
で
述
べ
た
十
分
な
巡
視
を
行
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
予
兆
す
ら
発
見
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
倒
木
が
、
突
然
、
本

件
県
道
に
倒
れ
て
き
て
、
走
行
中
の
亡
A
に
直
撃

す
る
と
い
う
本
件
事
故
に
つ
い
て
通
常
予
測
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
予
見
可
能
性
な
ど
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

オ

ま
た
、
本
件
倒
木
が
道
路
上
に
倒
れ
た
の
は
、

一
年
間
で
最
高
レ
ベ
ル
の
北
か
ら
の
強
風
に
起
因

す
る
の
で
あ
り
、
被
告
県
に
と
り
不
可
抗
力
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

力

控
訴
審
で
付
加
さ
れ
た
主
張

本
件
事
故
現
場
で
あ
る
道
路
付
近
は
、
本
件
倒

木
よ
り
も
背
の
高
い
杉
や
桧
が
群
生
す
る
森
林

で
、
昼
間
で
も
薄
暗
い
山
の
谷
間
で
あ
り
、
本
件

倒
木
か
ら
わ
ず
か
一
･
三
m
離
れ
た
位
置
に
あ
っ

た
杉
に
は
、
枝
葉
が
生
い
茂
り
、
そ
の
東
側
は
楓

に
覆
わ
れ
、
ま
た
地
表
付
近
は
熊
笹
に
覆
わ
れ
て

い
た
か
ら
、
本
件
事
故
前
に
は
、
森
林
の
奥
に
分

け
入
る
の
で
な
い
限
り
、
本
件
倒
木
を
発
見
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

被
告
県
に
お
い
て
は
、
県
全
体
と
し
て
の
統
一

的
な
道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
の
水
準
を
確
保
す
る

た
め
、
｢道
路
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱
｣
を
策
定

し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
本
件
県
道
に
つ
い

て
は
、
B
事
業
所
の
三
名
の
土
木
技
術
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
班
を
編
成
し
、
一
日
一
回
、
週
五
日
、
倒

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
の
発
見
を
含
め
、
時
速
約

二
〇
な
い
し
二
五
臘
で
車
を
走
行
さ
せ
、
三
名
の

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
運
転
席
、
助
手
席
及
び
後
部
座

席
か
ら
道
路
上
及
び
沿
道
を
目
視
す
る
方
法
に
よ

り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
、
平
成
一
三

年
六
月
一
九
日
、
道
路
の
通
行
に
と
っ
て
支
障
に

な
る
松
の
枯
れ
木
等
の
調
査
を
実
施
し
た
上
、
同

月
三
〇
日
、
同
調
査
に
お
い
て
発
見
し
た
松
の
枯

れ
木
の
伐
採
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
に
も
本
件
倒

木
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

上
記
の
よ
う
な
倒
れ
る
以
前
に
お
け
る
本
件
倒

木
の
周
囲
の
状
況
、
被
告
県
の
担
当
職
員
に
よ
る

本
件
事
故
現
場
を
含
む
本
件
県
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル

の
状
況
や
、
本
件
事
故
以
前
に
本
件
倒
木
の
存
在

が
全
く
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
事
情
に

照
ら
せ
ば
、
被
告
県
が
本
件
事
故
が
発
生
す
る
前

に
本
件
倒
木
を
発
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、
本
件

事
故
は
、
年
間
最
高
レ
ベ
ル
の
強
い
北
風
に
よ
り

南
側
道
路
上
に
本
件
倒
木
が
投
げ
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
考
慮

す
る
と
、
本
件
事
故
は
、
道
路
管
理
者
に
と
っ
て

は
予
見
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
被
告
県
に
よ
る
本
件
県
道
の
管

理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

③
被
告
県
補
助
参
加
人
の
主
張

ア

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の

｢公
の
営
造
物
の
設

置
又
は
管
理
の
瑕
疵
｣
と
は
、
判
例
上
、
当
該
営

造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
基
準
に
、
絶
対

的
な
安
全
性
で
は
な
く
、
諸
事
情
を
比
較
衡
量
し

た
う
え
で
個
別
･
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
相
対
的

安
全
性
と
さ
れ
て
お
り
、
適
法
行
為
に
基
づ
く
損

失
補
償
ま
で
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で



あ
る
。

イ

本
件
倒
木
は
、根
元
が
腐
食
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
他
の
部
分
に
は
腐
食
等
は
な
く
、
周
辺
に
は

草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
た
。
根
元
部
分
の
腐
食
が

分
か
ら
な
い
限
り
、
転
倒
の
危
険
を
判
断
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
危
険
を
判
断
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

根
元
近
く
ま
で
分
け
入
り
、
一
本
一
本
そ
の
確
認

を
行
う
ほ
か
な
い
。
道
路
付
近
に
存
在
す
る
倒
木

が
通
行
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
否

か
を
判
断
す
る
に
は
、
周
囲
の
樹
木
の
平
均
的
な

高
さ
と
同
程
度
の
距
離
に
至
る
ま
で
、
県
道
か
ら

分
け
入
っ
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
付
近
一

帯
が
森
林
地
帯
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
れ
ら
森
林
の

所
有
者
が
第
三
者
で
あ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
判
断
を
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
な
こ

と
で
あ
る
。

ウ

そ
う
す
る
と
、
本
件
倒
木
が
悪
天
候
の
た
め
倒

壊
す
る
こ
と
は
、
道
路
管
理
の
パ
ト
ロ
ー
ル
要
綱

に
従
い
本
件
県
道
を
管
理
し
て
い
た
被
告
県
に
と

り
、
通
常
予
測
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
被
告
県
が
本
件
倒
木
に
対
す
る
安
全
措

置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
も

っ
て
、
本
件
県
道
の
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

争
点
2
に
つ
い
て

略

四

当
裁
判
所
の
判
断

争
点
1
に
つ
い
て

0
被
告
県
及
び
被
告
県
補
助
参
加
人
は
、
本
件
県
道

の
設
置
管
理
者
で
あ
る
被
告
県
が
本
件
事
故
前
に
本

件
倒
木
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
か
ら
、
被
告
県
に
は
本
件
事
故
の
予
見
可
能
性
、

回
避
可
能
性
が
な
く
、
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
な
か

っ
た
旨
主
張
す
る
。

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
に
基
づ
く

国
及
び
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
そ
の

過
失
の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
そ
し
て
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
い
て
い
る
か
否
か
は
、当
該
営
造
物
の
構
造
、

用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情

を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で

あ
る
と
こ
ろ
、
事
故
の
発
生
が
営
造
物
の
設
置
管
理

者
に
お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
被
害

者
等
の
行
動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
や
、
営

造
物
の
設
置
管
理
者
に
お
い
て
事
故
の
発
生
を
回
避

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
き
は
、
営
造
物
が

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
で
き
ず
、
当
該
営
造
物
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
は
な

か
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
前
記
認
定
事
実
及
び
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故

は
、
本
件
県
道
脇
の
杉
や
桧
等
や
熊
笹
が
生
い
茂
っ

た
山
林

(森
林
組
合
の
所
有
地
)
の
中
か
ら
、
本
件

倒
木

(赤
松
)
が
強
風
の
た
め
突
然
本
件
県
道
上
に

倒
れ
込
ん
で
き
て
、
折
か
ら
自
動
二
輪
車
に
乗
っ
て

本
件
県
道
上
を
走
行
し
て
い
た
亡
A
の
頭
部
を
直
撃

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
亡

A
は
、
本
件
県
道
を
自
動
二
輪
車
で
走
行
し
て
い
た

に
す
ぎ
ず
、
通
常
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
行
動
に
出
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

③
次
に
、
本
件
事
故
の
予
見
可
能
性
及
び
回
避
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ア

前
記
認
定
事
実
及
び
前
掲
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、

本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
本
件
県
道
の
道
路
脇
が

高
い
樹
木
の
生
い
茂
っ
た
山
林
で
、
路
面
か
ら
次

第
に
高
く
な
る
斜
面
を
形
成
し
て
い
る
上
、
本
件

事
故
時
以
前
か
ら
十
分
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
当
該
山
林
内
に

立
ち
枯
れ
の
樹
木
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
十
分

に
あ
り
、
当
該
樹
木
が
本
件
県
道
内
に
倒
れ
込
ん

で
く
る
こ
と
は
、
予
測
可
能
な
出
来
事
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ

証
拠
に
よ
れ
ば
、
被
告
県
に
お
い
て
は
、
道
路

の
適
正
な
管
理
等
を
目
的
と
し
て
、
道
路
管
理
パ

ト
ロ
ー
ル
要
綱
を
策
定
し
て
お
り
、
本
件
県
道
に



つ
い
て
も
、
上
記
要
綱
に
基
づ
き
、
運
転
者
の
ほ

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

約
一
･
五
m
の
斜
面
上
で
あ
り
、
し
か
も
、
根
元

か
助
手
席
及
び
後
部
座
席
に
各
一
名
が
同
乗
し
た

上
記
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
で
は
、
危
険

が
白
蟻
の
た
め
完
全
に
腐
食
し
て
枝
葉
が
全
く
な

パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
っ
て
、

一
日

一
回
、
過
五
日

の
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
道
路

周
辺
の
法
面
か
ら
の
崩
土
、
落
石
及
び
倒
木
や
法

面
の
枯
れ
木
等
に
つ
い
て
も
上
記
パ
ト
ロ
ー
ル
の

対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
上
記
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

っ
て
も
、
本
件
事
故
前
に
本
件
倒
木
の
存
在
は
確

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
掲
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、
上

記
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

時
速
約
四
〇
如
で
走
行
す
る
車
両
の
中
か
ら
、
運

転
者
を
含
む
三
名
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
道
路
上

及
び
道
路
周
辺
を
目
祝
す
る
と
い
う
方
法
で
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
に
照
ら
す
と
、
道

路
周
辺
の
山
林
内
に
立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
が
あ
る

か
否
か
に
つ
い
て
ま
で
十
分
な
注
意
を
払
う
こ
と

は
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ

っ
て

(な
お
、
被
告
県
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
車
の
走
行
速
度
は
、
時
速
約
二
〇
な
い
し
三
五

蹴
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
証
人
C
、
D
と
も

に
、
時
速
約
四
〇
蹴
で
あ
っ
た
旨
証
言
し
て
い
る

こ
と
に
照
ら
し
、上
記
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。)、

立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
が
道
路
内
に
倒
れ
て
く
る
こ

と
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
面
で
重
大
な
事
故
が
生

上
記
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
で
は
、
危
険

防
止
の
た
め
の
対
策
と
し
て
十
分
で
な
か
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
よ
う

な
地
形
、
状
況
の
場
所
で
は
、
停
止
す
る
な
ど
し

て
、
よ
り
丁
寧
に
目
視
･
確
認
す
る
と
い
う
メ
リ

ハ
リ
の
き
い
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な
ど
、
上
記

立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
を
発
見
し
得
る
よ
う
な
パ
ト

ロ
ー
ル
方
法
を
探
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本

件
事
故
が
発
生
し
た
日
よ
り
前
の
パ
ト
ロ
ー
ル
日

誌
に
は
、
倒
木
、
枯
れ
木
等
に
つ
い
て
の
報
告
が

ほ
と
ん
ど
な
い

(五
日
間
で
一
件
の
み
)
の
に
対

し
、
本
件
事
故
の
発
生
を
契
機
と
し
て
、
倒
木
、

枯
れ
木
等
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
よ
う
に
と
の
指

示
が
発
せ
ら
れ
た
後
は
、
ほ
ぼ
連
日
に
近
く
、
道

路
周
辺
に
あ
る
法
面
の
枯
れ
木
に
関
す
る
報
告
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
件
事
故
以
前

に
比
べ
て
、
法
面
の
枯
れ
木
等
に
関
す
る
点
検
作

業
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ウ

前
記
認
定
事
実
の
と
お
り
、
本
件
倒
木
は
、
直

径
が
一
七
･
五
な
い
し
二
〇
節
、
全
体
の
長
さ
が

七
･
七
m
、
総
重
量
が
一
二
六
･
六
糖
に
及
ぶ
大

き
な
樹
木
で
あ
り
、
本
件
事
故
前
に
立
っ
て
い
た

位
置
も
、
本
件
県
道
の
脇
に
あ
る
側
溝
の
端
か
ら

水
平
距
離
に
し
て
三
･
八
m
、
路
面
か
ら
の
高
さ

が
白
蟻
の
た
め
完
全
に
腐
食
し
て
枝
葉
が
全
く
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件

事
故
時
ま
で
に
立
ち
枯
れ
の
状
態
の
ま
ま
で
相
当

年
数
が
経
過
し
て
い
た
も
の
と
帷
認
さ
れ
る
。

前
記
本
件
事
故
現
場
付
近
の
地
形
、
状
況
及
び

上
記
事
情
に
照
ら
す
と
、
例
え
ば
、
数
年
に
一
回

程
度
で
も
、
徒
歩
又
は
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
最
徐
行

若
し
く
は
停
止
に
よ
る
調
査
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
立
ち
枯
れ
の
状
態
に
あ
る
本
件
倒
木
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

エ

証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
倒
木
が
存
在
し
て
い
た

地
点
か
ら
や
や
東
側
の
山
林
に
お
い
て
、
道
路
管

理
の
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
枯
れ
て
倒
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
樹
木
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
平
成
一
三
年

六
月
一
九
日
に
徒
歩
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ

て
、
松
の
枯
れ
木
な
ど
少
な
く
と
も
八
本
が
確
認

さ
れ
、
同
月
三
○
日
に
は
枯
れ
木
の
伐
採
作
業
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
上
記
調
査
及
び
伐

採
作
業
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
本
件
事
故
現
場

か
ら
約
三
0
m
東
側
ま
で
の
地
域
で
あ
っ
て
、
本

件
倒
木
が
立
っ
て
い
た
位
置
を
含
め
て
、
本
件
事

故
現
場
付
近
は
、
上
記
調
査
及
び
伐
採
の
対
象
地

域
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

上
記
の
と
お
り
、本
件
事
故
の
約
五
カ
月
前
に
、



本
件
事
故
現
場
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
地
域

に
お
い
て
松
枯
れ
等
の
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
現
場
を
含
む
周
辺
地

域
に
お
い
て
も
、
本
件
倒
木
を
含
め
、
同
様
に
立

ち
枯
れ
の
状
態
に
あ
る
松
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
本
件
事
故
以
前
に
お
い
て
予
見
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

オ

前
記
認
定
事
実
の
と
お
り
、
本
件
倒
木
は
、
本

件
事
故
当
時
の
最
大
瞬
間
風
速
一
三
m
毎
秒
の
強

風
の
た
め
に
、
県
道
上
に
倒
れ
込
ん
で
き
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
拠
に
よ
れ

ば
、
上
記
の
程
度
の
強
風
が
吹
く
こ
と
は
、
年
間

を
通
し
て
決
し
て
稀
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
上
記
の
事
実
を
根
拠
に
、
本
件
事
故

の
発
生
が
予
見
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

で
き
な
い
。

@
上
記
②
、
③
の
諸
点
に
か
ん
が
み
る
と
、
本
件
県

道
の
管
理
者
で
あ
る
被
告
県
に
と
っ
て
、
本
件
事
故

の
発
生
が
予
見
不
可
能
あ
る
い
は
回
避
不
可
能
で
あ

っ
た
と
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

っ
て
、

本
件
県
道
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
被
告
県
に
よ
る
本
件
県

道
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
本
件
倒
木
が
存
在
し
て
い
た
山
林
が
被

告
県
以
外
の
第
三
者

(森
林
組
合
)
の
所
有
地
で
あ

る
こ
と
は
、
上
記
判
断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な

い
。よ

っ
て
、
被
告
県
は
、
本
件
事
故
に
よ
る
損
害
に

つ
き
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
賠
償
責
任

を
負
う
。

2

争
点
2
に
つ
い
て

略




